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学 童 の 足 部 形 態 の 個 人 追 跡 研 究

文 化 女 大 家 政　 ○ 岩 崎 房 子　 田 村 照 子

（ 株)    ジ ャ ネ ッ ト　 石 丸 寿 代

的 〉 靴 は 外 部 環 境 の 種 々 の 危 険 や 寒 暑 か ら 足 を 保 護し た り 、 体 重 を 無 理 なく 支 え 、 歩

有利 に する 働 き を 有し 、 足 の 健康 維 持 に 果 す 意 義 は 大 き い 。 こ の 様 な 機 能 を 有 す る 靴

計・ 製 作 す る に 際 し て は 、 足 部形 態 の 把 握 が 必 要 で あ り 、 特 に 成長 期 に あ る 学 童 に お

は 足 型 と 共 に 成 長 量 の 研 究 が 要求 さ れる 。 本 研 究 は 、 小 学 校　１年 生（ 満 年 齢　６才 ）～

生 （ 満 年 齢丿 才 ） に 至 る　６年 間 の 男 女 の 個 体 追 跡 に よ る 足 部 の 縦 断 的 計 測 を 行 い 、 個

の 様 相 に つ い て 検 討 を 加 え た。

法 〉 被 検 者 は 神 奈川 県 川 崎 市 に 在 住 す る 、 公 立 小 学 校に1986 年 入 学 の 児 童 で,     199 1年

ま で 在 籍し た　６才 ～11 才 ま で の 男 子39 名 、 女 子48 名 計87 名 で あ｡る 。 測 定 項 目 は 足 長 、

、 足 囲 、 母 趾 角 の 足 部　４項 目 及 び 身 長 、 体 重 、 胸 囲 、 座 高 の 計　８項 目 で あ る 。 身 長 、

、 胸 囲 、 体 重 、足 囲 は 直 接 計 測 法 に よ り 測 定 し 、 足 長 、 足 幅 、 母 趾 角 は 日 本 靴 総 合 研

製 ス ク ラ イ バ ーに よ り 採 取し た 足 部 の 外 郭 図 から 間 接的 に 計 測 し た 。

結 果 〉1. 足 長 、 足 幅 、 足 囲 は 男 女 共 に 加 齢 に 従い 有 意 な 寸 法 増 加 が み ら れ た。2  .足 長 、

幅 、 足 囲 の 性 差 は 足 長 を 除 き 、 足 幅 、 足 囲 共 男 子 が 女 子 よ り ど･の 学 年 に お い て も 有 意 に

れ て い た 。3  .身 長 ／ 足 長 比 は7  . 8 才 ま で は 減 少 傾向 を 示し 、 そ の 後 一 旦 増 加 す る が 、 以

変 化 は 少 な か っ た 。 一 方 、 体 重 ／ 足 長 比 は 加 齢 と と も に 漸 増 し 足 長 １ C IB当 り が 支 え る 重

は 増 大し た 。4. 母 趾 角 は　５、６年 で 男 女 間 に 危 険 率　5 ％ 水 準 の 有 意 な 差 が み ら れ 、 女 子 の

趾 角 は　4 年 、　５年 に か け て 増 大 し た.    5.足 長 、 足 囲 は 過 去40 年 間 で 大 きく 増 大 し 、 足 幅

殆 ど 変 化 せ ず 、 足 部 形 態 は 時 代 と と も に 、 細 長 型 に な る 傾 向 が み ら れ た 。

D 104 歩行時の体温調節反応と衣服内気候に及ぼすスポーツシューズの影響

大阪信愛女学院短大　○川端厚子　奈良女大家政　 登倉尋賓

目的　現在では、マラソンや競歩などの運動が盛んに行われている。これらの競技を行

う場合に履物はスポーツシューズを使用している。今回は、このスポーツシューズに着目

して旧来から使用されているスポーツシューズ（スタンダードシューズ）と新開発された
スポーツシューズ（メッシュシュ―ズ）を用いて歩行実験を行い両者間におけるスポーツ
シューズの構造上の違いが歩行時の体温調節反応と衣服内気候に、どのような影響を及ぼ

しているかについて実験を行い、比較、検討し考察を加えた。
方法　実験は、1991 年5 月から7 月にかけて行ったフィールド実験である。測定項目は
心撫数、深部温、皮膚温、衣服内気候である。被験者は、健康な女子学生５人であり、い

づ れも低温期にあわせて実験を行った。歩行実験はメトロノームにあわせて日なたで15分
間の歩行を行い、日かげて1  0 分間椅座安静で休息をとり、 これを ３回繰り返して行った。

実験中の着衣は、 ジャージーの長袖、長ズボンである。
結果　メッシュシュ ―ズ歩行の場合が、足背、足底、下腿、胸、前腕の皮膚温がスタン

ダードシューズよりも低く保たれていた。深部温、心拍数も同様であった。衣服内気候に
おける温度と湿度は、有意差1 ％と5 ％を以てスタンダード シューズが高温であり、多湿

であることが認められた。履き心地に関するアンケートでは、メッシュシューズの方が履
きやすく、歩行、ランニング等がし易いという結果が得られた。 これらの結果から新開発

されたメッシュシュ―ズは、旧来のスタンダード シューズよりも温熱生理学的な見地から

みると身体にかかる熱負荷が少ないことを示唆している。
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